
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３ 京都指標 
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第３ 京都指標 

 

京都指標とは 

京都府では、｢明日の京都｣に掲げた施策指標の達成が｢府民のしあわせの実感｣と

いう｢明日の京都｣の本質的な目標にかなっているか､府政運営の方向性が府民意識

とかけ離れたものになっていないかなどについて点検するために、府民の意識や満

足感なども取り入れた｢京都指標｣を設定している。 

この京都指標は、｢統計データ(44 項目)｣と｢京都府民の意識調査(48 項目)｣で構

成しており、その概況等は次のとおりである。 

なお、京都指標は、｢心の豊かさ｣や｢満足度｣といった主観的な側面を持つ指標で

あるため、遠い未来にわたって確定的なものを設定することは困難であることから、

社会情勢や府民意識の変化等を考慮しながら、その都度、柔軟に見直すこととして

いる。 

 

○ 統計データの平均全国順位 

 対象データの全国順位の平均から算出 

  (項目数) 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

府民安心の再構築 (27) 26 位 26 位 26 位 27 位 

地域共生の実現 (６) 19 位 19 位 21 位 16 位 

京都力の発揮 (11) ７位 10 位 ９位 ４位 

  (44) 20 位 22 位 22 位 20 位 

 

○ 京都府民の意識調査の平均値 

 「明日の京都」で目指す社会の状況により近い選択肢を選んだ人の割合の平均から算出 

  (項目数) 2016年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

府民安心の再構築 (21) 60％ 59％ 59％ 58％ 

地域共生の実現 (11) 55％ 55％ 53％ 55％ 

京都力の発揮 (13) 55％ 54％ 53％ 50％ 

※体系外の３指標を含む (48) 58％ 57％ 57％ 56％ 

※ 2019 年度は、設問や回答の選択肢の一部を変更している。 
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○　統計データ

全国
順位

全国
順位

全国
順位

全国
順位

1 合計特殊出生率 人 1.35 44 1.34 44 1.31 44 1.29 45 2018年は概数

2

児童虐待相談対応件
数
（人口10万人当た
り）

件 80.6 35 103.9 38 109.9 39 － －

3
いじめの認知件数
（児童・生徒1,000人
当たり）

件 92.0 47 96.8 47 90.7 46 － －

4

暴力行為の発生件数
（小・中・高等学校）
（児童・生徒1,000人当
たり）

件 7.5 44 7.7 43 8.0 43 － －

5
刑法犯少年検挙人員
（少年人口1,000人当
たり）

人 6.3 40 4.5 33 4.0 36 3.6 35

6

不登校児童・生徒数
（小・中学校）
（児童・生徒1,000人
当たり）

人 12.5 24 13.2 28 13.7 22 － －

7
大学・短期大学等へ
の進学率

％ 66.5 1 66.2 1 65.9 1 65.9 1
2018年度は速
報値

8
①

全国学力・学習状況
調査 平均正答率（各
科目平均値）
（公立小学校）

％ 66.2 7 65.5 11 65.8 11 61.8 8

8
②

全国学力・学習状況
調査 平均正答率（各
科目平均値）
（公立中学校）

％ 62.8 12 62.8 17 66.5 14 63.5 12

9

学校の授業時間以外
の勉強時間が1日当た
り30分に満たない小
学生（公立）の割合

％ 14.4 41 14.2 41 13.3 43 11.5 41

10

学校の授業時間以外
の勉強時間が1日当た
り30分に満たない中
学生（公立）の割合

％ 20.6 47 21.2 46 18.5 45 18.6 45

11
①

全国体力・運動能
力、運動習慣等調査
体力合計点
（小学生 男子）

点 53.19 35 53.21 35 53.52 36 53.27 41

11
②

全国体力・運動能
力、運動習慣等調査
体力合計点
（小学生 女子）

点 54.29 40 54.09 40 54.31 42 54.36 43

備　考項　目 単位
2015年(度) 2016年(度) 2017年(度) 2018年(度)

　
府
民
安
心
の
再
構
築
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全国
順位

全国
順位

全国
順位

全国
順位

備　考項　目 単位
2015年(度) 2016年(度) 2017年(度) 2018年(度)

12
①

全国体力・運動能
力、運動習慣等調査
体力合計点
（中学生 男子）

点 41.44 35 41.64 32 41.71 34 41.63 35

12
②

全国体力・運動能
力、運動習慣等調査
体力合計点
（中学生 女子）

点 48.70 29 49.27 28 49.24 36 49.63 37

13
高等学校を中退した
生徒の割合
（中途退学率）

％ 1.2 11 1.0 6 1.0 6 － －

14 完全失業率 ％ 3.3 35 3.1 34 2.7 33 2.6 37

15 有効求人倍率 倍 1.20 24 1.35 23 1.53 23 1.58 25

16 障害者雇用率 ％ 1.97 20 2.02 21 2.07 21 2.13 28

17 一人当たり医療費 円 339,173 26 337,775 25 347,356 26 － －

18

社会福祉士・介護福
祉士・精神保健福祉
士の登録者数
（人口10万人当た
り）

人 1,436.6 27 1,546.1 27 1,617.2 27 1,700.9 27

19 平均救急搬送時間 分 32.6 6 32.4 5 33.3 8 － －

20
国民健康保険料収納
率

％ 93.80 8 93.98 11 94.50 10 － －

21
生活保護人数（人口
1,000人当たり）

人 23.2 42 22.9 41 22.5 41 22.1 41

22
第１号被保険者（65
歳以上）の要介護等
認定者割合

％ 19.49 36 19.72 37 19.97 41 － －

23
希望者全員が65歳以
上まで働ける企業割
合

％ 76.1 17 76.8 20 77.7 23 － －
2018年度から
国の公表なし

24
自主防災組織の活動
カバー率

％ 89.6 15 89.6 17 90.6 15 90.4 15

25
火災出火件数
（人口10万人当た
り）

件 20.3 2 20.9 2 21.4 5 21.3 4 2018年は概数

　
府
民
安
心
の
再
構
築
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全国
順位

全国
順位

全国
順位

全国
順位

備　考項　目 単位
2015年(度) 2016年(度) 2017年(度) 2018年(度)

26
交通事故死傷者数
（人口10万人当たり）

人 434.8 15 373.8 15 330.7 13 282.1 11

27
自殺死亡率
（人口10万人当た
り）

人 16.2 5 15.3 5 14.2 4 13.2 3

28
人権侵犯事件数
（人口10万人当た
り）

件 27.1 34 24.8 36 18.9 24 22.6 30

29
認証NPO法人数
（人口10万人当た
り）

法人 51.8 4 52.8 4 53.0 4 52.8 4

30 認定NPO法人数 法人 26 7 32 8 34 8 33 8

31

ドメスティック・バ
イオレンス相談件数
（人口10万人当た
り）

件 216.0 46 206.3 46 229.5 46 － －

32

年平均所定外労働時
間
（事業所規模５人以
上）

時間 10.4 15 10.1 10 10.9 26 9.7 -
2018年の全国
順位は未定

33
住民基本台帳人口移
動報告転入超過数

人 -279 10 -750 11 -1,662 18 -2,990 23

34

大学・短期大学の学
生数
（人口10万人当た
り）

人 6,357 1 6,422 1 6,413 1 6,425 1

35
留学生数
（人口10万人当た
り）

人 356.2 2 405.1 2 431.7 2 510.6 2

36

府民総生産当たりエネ
ルギー消費量
（最終エネルギー消費量
／実質府民総生産）

GJ
/百万
円

22.1 3 － － － － － －

全国比較でき
る実績値は
2015年度が最
新値

37 世界遺産登録件数 件 16 3 16 3 16 3 16 4

38 国民体育大会の成績 位 10 10 12 12 11 11 15 15

39
特許出願件数
（人口10万人当た
り）

件 330.0 4 354.2 4 415.3 2 406.4 2

40
外国人延べ宿泊者数
（人口1,000人当た
り）

人 1,567.7 2 1,593.1 2 1,802.7 2 2,013.5 2

　
京
都
力
の
発
揮

　
地
域
共
生
の
実
現

　
府
民
安
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全国
順位

全国
順位

全国
順位

全国
順位

備　考項　目 単位
2015年(度) 2016年(度) 2017年(度) 2018年(度)

41
農業産出額維持率
（対前年比）

％ 8.45 5 2.92 39 -0.41 28 － －

42 道路改良率 ％ 57.6 34 57.8 34 58.1 34 － －

43
出国率
（出国者数／総人
口）

％ 14.0 7 14.9 6 15.8 5 16.9 5

44
国際会議の参加者数
（人口10万人当た
り）

人 6,280.8 1 8,556.9 1 6,379.2 1 － －

20位

　
京
都
力
の
発
揮

22位 22位全44項目（平均順位） 20位
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○京都府民の意識調査

1
住んでいる地域が、子どもが育つのに良い環境だと思
う人の割合 82 76 79 83

2 マタニティマークの認知度 75

3 「きょうと育児の日」の認知度 4

子育てに喜びややりがいを感じている親の割合 94 94 94

子育てに喜びや楽しみを感じている親の割合 96

82 82 83

90

80 79 82

83

32 33 30

32

71 69 71

74

62 63 63

71

60 59 59

73

11
家族の介護に負担や苦痛を感じていない家族介護者の
割合 46 49 49 52

12
住んでいる地域は、高齢（者）になっても暮らしやす
い体制（医療、福祉のほか社会生活全般）が十分に
整っていると思う人の割合

57 56 54 57

13
人権侵害を受けた際に相談できる窓口を知っている人
の割合 26

14 ユニバーサルデザインの認知度 60

44 43 44

34

9

10

15

4

5

6

7

8

キャリアアップや趣味に関する生涯学習等に取り組ん
でいる人の割合

質　問　項　目
2016
年度

　
府
民
安
心
の
再
構
築

子育ての悩みを気軽に相談できる人がいる親の割合

子どもが、将来に夢を持っていると思う親の割合

子どもの有無にかかわらず、子どもの社会体験活動へ
の協力など、何らかの形で子どもに関する活動に参画
している人の割合

規則正しい食事や運動など、健康づくりに取り組んで
いる人の割合

病気やけがで困ったときに気軽に相談できるかかりつ
け医がいる人の割合

趣味や地域貢献活動など、やりがいや生きがいを感じ
るものがある高齢者の割合

（単位：％）

2018
年度

2019
年度

2017
年度
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質　問　項　目
2016
年度

2018
年度

2019
年度

2017
年度

17 18 18

16

17 仕事にやりがいや生きがいを感じている人の割合 75 75 75 74

18
希望する「働き方」（正社員、派遣社員、パート、ア
ルバイト、自営など）で働くことができている人の割
合

82 79 81 79

30 32 29

50

29 27 25

29

21
住んでいる地域に、最寄りの診療機関またはかかりつ
け医へ行くための交通手段（電車、バス等）が十分に
整っていると思う人の割合

73 72 71 69

85 86 85

81

23
この１年の間にインターネット（フェイスブックやツ
イッターなど）によって、いじめ、誹謗中傷をされた
ことのない人の割合

99 99 98 98

24
今の社会（家庭・職場・地域社会などのさまざまな
場）は、性別によってやりたいことが制限されている
と思わない人の割合

59 59 57 49

25
性別にかかわらず誰もが対等に社会参画できる社会で
あると感じる人の割合 46

30 30 31

29

11 11 10

6

49 50 46

58

44 47 42

46

30
住んでいる地域に、にぎわいや活気があると思う人の
割合 43 42 42 46

16

19

20

22

27

26

28

29 地域の祭りや伝統行事などに参画している人の割合

地域の防犯、防災、交通安全活動などに取り組んでい
る人の割合

障害のある人とない人がともに交流したり、活動する
場に参加している人の割合

地域のさまざまな課題に対応する団体（自治会、NPO
など）の活動に参画している人の割合

府や市町村の実施する府民協働の取組や、事業提案・
パブリックコメントに対する意見提出など、行政のさ
まざまな取組に何らかの形で参画している人の割合

困ったときに気軽に頼れるご近所さんがいる人の割合

　
府
民
安
心
の
再
構
築

　
地
域
共
生
の
実
現

日々の生活の中で、身体の状況、性別、その他につい
て、差別、虐待、誹謗中傷などにより不快な思いをし
たことのない人の割合

地震や大雨などによる災害に備えて、避難場所の確認
や非常持ち出し品の備蓄などを行っている人の割合
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質　問　項　目
2016
年度

2018
年度

2019
年度

2017
年度

31
住んでいる地域に、社会生活を送るのに必要な基盤
（学校、病院、買い物の場、就業の場などや公共交通
機関）が十分に整っていると思う人の割合

74 72 69 79

32
住んでいる地域（市町村）について、個性や魅力を感
じている人の割合 54 54 54 64

外国人の友人や留学生との交流がある人の割合 17 17 16

外国人や留学生との交流の機会に参加したことがある
人の割合 8

34
プロスポーツをテレビやネットではなく、会場で観戦
したいと思う人の割合 58

35
地域のスポーツイベントや、スポーツ振興につながる
取組に参加している人の割合 18

36
住んでいる地域で、地域の文化・芸術活動が活発に行
われていると思う人の割合 49 45 45 53

37
京都府では歴史的な文化遺産や文化財などが社会全体
で守られ、活用されていると思う人の割合 82 81 81 85

38
明治以来初めての省庁移転として、文化庁の京都への
早期移転を実現することが東京一極集中の是正や日本
の文化振興の一助になると思う人の割合

67 69 65 70

28 30 28

27

40
住んでいる地域（市町村）で、観光資源が活用されて
いると思う人の割合 53

41
生鮮食品を購入する際、府内産農林水産物であること
を重視して選択する人の割合 33

42
住んでいる地域（市町村）が優れたまちなみや景観、
自然環境に恵まれていると思う人の割合 75 69 73 68

65 66 65

60

44
省エネの取組や太陽光発電などの再生可能エネルギー
の導入が暮らしやすさに繋がると思う人の割合 71

45
仕事をはじめ社会的な生活を営む上で、自分の持って
いる才能や知識、技量などが十分に発揮できていると
思う人の割合

53 51 53 52

60 59 58

64

47 92 91 91 92

48 37 38 40 38

　 58％ 57％ 57％ 56％

将来かなえたい夢や実現したい目標がある人の割合46

43

33

39
西陣織や丹後ちりめん、京焼・清水焼などの伝統工芸
品を日常生活で使っている人の割合

節電や公共交通機関の優先利用、環境負荷の少ない商
品の優先購入といったエコな暮らし方を実践している
人の割合

　
地
域
共
生
の
実
現

　　 全　48　項　目　　　 　　　　　　　（平均）

これからも京都府に住み続けたいと思う人の割合

住んでいる地域の環境が、以前に比べてよくなってきてい
ると思う人の割合

　
京
都
力
の
発
揮
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京都府民の意識調査結果＜経年比較＞ 
 

［問１］ 住んでいる地域が、子どもが育つのに良い環境だと思う人の割合 

 

 

［問２］ マタニティマークの認知度（2019 年度新規項目） 

 

 

［問３］「きょうと育児の日」の認知度（2019 年度新規項目） 

 

 

［問４］子育てに喜びや楽しみを感じている親の割合（2019 年度から設問を変更） 

 

 

 

34.5 % 

27.5 % 

27.6 % 

32.9 % 

47.0 % 

48.6 % 

51.3 % 

49.7 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかとい

うとそう思う 

74.5 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 
知っている 

3.9 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 
知っている 

62.4 % 33.6 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

感じている 

どちらかという

と感じている 

-206-



【2018 年度までの設問「子育てに喜びややりがいを感じている親の割合」に設定】 

 

 

［問５］子育ての悩みを気軽に相談できる人がいる割合 

 

【2018 年度まで回答選択肢を「たくさんいる」「ある程度いる」「あまりいない」「いない」

に設定】 

 

 

［問６］子どもが、将来に夢を持っていると思う親の割合 

 

63.1 % 

65.5 % 

63.5 % 

30.5 % 

28.8 % 

30.9 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

感じている 

どちらかというと

感じている 

18.0 % 71.5 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

たくさんいる 

いる 

16.0 % 

17.7 % 

16.9 % 

67.0 % 

64.5 % 

65.2 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

たくさんいる 

ある程度いる 

39.0 % 

38.9 % 

37.9 % 

34.9 % 

41.3 % 

39.9 % 

44.3 % 

47.7 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 
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［問７］子どもの有無にかかわらず、子どもの社会体験活動への協力など、何らかの形で子

どもに関する活動に参画している人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に参画している」「ときどき参画している」「あまり参画

していない」「参画していない」に設定】 

 

 

［問８］規則正しい食事や運動など、健康づくりに取り組んでいる人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に取り組んでいる」「ときどき取り組んでいる」「あまり

取り組んでいない」「取り組んでいない」に設定】 

 

5.5 % 26.6 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

よく参画している 

参画している 

8.1 % 

8.6 % 

8.3 % 

22.3 % 

24.7 % 

24.0 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に参画し

ている 
ときどき参画し

ている 

13.9 % 60.4 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

よく取り組んでいる 

取り組んでいる 

39.2 % 

37.2 % 

38.9 % 

31.6 % 

32.2 % 

32.6 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に取り組

んでいる 
ときどき取り組

んでいる 
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［問９］病気やけがで困ったときに気軽に相談できるかかりつけ医がいる人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「たくさんいる」「ある程度いる」「あまりいない」「いない」に

設定】 

 

 

［問 10］趣味や地域貢献活動など、やりがいや生きがいを感じるものがある高齢者の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「たくさんある」「ある程度ある」「あまりない」「ない」に設定】 

 

 

3.5 % 67.7 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

たくさんいる 

いる 

7.2 % 

7.6 % 

7.2 % 

55.7 % 

55.5 % 

55.2 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

たくさんいる 

ある程度いる 

9.2 % 63.4 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

たくさんある 

ある 

10.2 % 

11.5 % 

11.1 % 

48.9 % 

47.7 % 

49.0 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

たくさんある 

ある程度ある 
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［問 11］家族の介護に負担や苦痛を感じていない家族介護者の割合 

 

［問 12］住んでいる地域は、高齢（者）になってもくらしやすい体制（医療、福祉のほか社

会生活全般）が十分に整っていると思う人の割合 

 

［問 13］人権侵害を受けた際に相談できる窓口を知っている人の割合（2019 年度新規項目） 

 

［問 14］ユニバーサルデザインの認知度（2019 年度新規項目） 

 

 

 

25.6 % 

29.1 % 

26.0 % 

27.4 % 

20.5 % 

20.0 % 

22.7 % 

24.6 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

感じていない 

どちらかというと

感じていない 

10.0 % 

11.3 % 

9.8 % 

8.9 % 

46.7 % 

44.9 % 

44.3 % 

47.7 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

24.7 % 1.1 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

知っている 

実際に相談した

ことがある 

33.7 % 25.8 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

知っている 

言葉だけなら

知っている 
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［問 15］キャリアアップや趣味に関する生涯学習等に取り組んでいる人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に取り組んでいる」「ときどき取り組んでいる」「あまり

取り組んでいない」「取り組んでいない」に設定】 

 

 

［問 16］障害のある人とない人がともに交流したり、活動する場に参加している人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に参加している」「ときどき参加している」「あまり参加

していない」「参加していない」に設定】 

 

 

4.2 % 29.3 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

よく取り組んでいる 

取り組んでいる 

16.7 % 

16.5 % 

16.2 % 

26.9 % 

26.5 % 

28.2 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に取り組ん

でいる 
ときどき取り組ん

でいる 

3.6 % 12.6 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 
よく参加して

いる 

参加している 

5.9 % 

6.6 % 

6.6 % 

12.5 % 

11.0 % 

10.5 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に参加して

いる 
ときどき参加して

いる 
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［問 17］仕事にやりがいや生きがいを感じている人の割合 

 

［問 18］希望する「働き方」（正社員、派遣社員、パート、アルバイト、自営など）で働く

ことができている人の割合 

 

［問 19］地震や大雨などによる災害に備えて、避難場所の確認や非常持ち出し品の備蓄など

を行っている人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に行っている」「ときどき行っている」「あまり行ってい

ない」「行っていない」に設定】 

 

33.7 % 

30.8 % 

30.7 % 

24.3 % 

41.0 % 

44.3 % 

44.3 % 

49.4 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

感じている 

どちらかというと

感じている 

53.4 % 

50.8 % 

54.6 % 

50.9 % 

29.0 % 

28.2 % 

26.8 % 

28.5 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

できている 

どちらかというと

できている 

3.2 % 46.9 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

よく行っている 

行っている 

7.7 % 

6.5 % 

5.3 % 

21.6 % 

25.4 % 

24.9 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に行ってい

る 
ときどき行ってい

る 
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［問 20］地域の防犯、防災、交通安全活動などに取り組んでいる人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に取り組んでいる」「ときどき取り組んでいる」「あまり

取り組んでいない」「取り組んでいない」に設定】 

 

 

［問 21］住んでいる地域に、最寄りの診療機関またはかかりつけ医へ行くための交通手段（電

車、バス等）が十分に整っていると思う人の割合 

 

［問 22］日々の生活の中で、身体の状況、性別、その他について、差別、虐待、誹謗中傷な

どにより不快な思いをしたことのない人の割合 

 

2.5 % 26.1 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

よく取り組んで

いる 
取り組んでいる 

4.9 % 

5.7 % 

6.4 % 

20.5 % 

21.5 % 

23.0 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に取り組ん

でいる 
ときどき取り組ん

でいる 

43.3 % 

41.6 % 

40.4 % 

30.2 % 

29.4 % 

30.6 % 

30.2 % 

38.4 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

81.3 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 ない 
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【2018 年まで回答選択肢を「ない」「あまりない「ときどきある」「日常的にある」に設定】 

 

［問 23］この１年の間にインターネット（フェイスブックやインターネットなど）によって、

いじめ、誹謗中傷をされたことのない人の割合 

 

［問 24］今の社会（家庭・職場・地域社会などのさまざまな場）は、性別によってやりたい

ことが制限されていると思わない人の割合 

 

［問 25］性別にかかわらず誰もが対等に社会参画できる社会であると感じる人の割合（2019

年度新規項目） 

 

56.1 % 

57.6 % 

58.4 % 

28.8 % 

28.6 % 

27.0 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

ない 

あまりない 

98.9 % 

99.1 % 

97.9 % 

98.4 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

ない 

27.7 % 

29.3 % 

27.5 % 

19.9 % 

31.3 % 

29.4 % 

29.4 % 

29.2 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思わない 

どちらかというと

そう思わない 

8.3 % 37.6 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 
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［問 26］地域のさまざまな課題に対応する団体（自治会、NPO など）の活動に参画している

人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に参画している」「ときどき参画している」「あまり参画

していない」「参画していない」に設定】 

 

 

［問 27］府や市町村の実施する府民協働の取組や、事業提案・パブリックコメントに対する

意見提出など、行政のさまざまな取組に何らかの形で参画している人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に参加している」「ときどき参画している」「あまり参画

していない」「参画していない」に設定】 

 

4.5 % 24.0 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

よく参画している 

参画している 

10.1 % 

9.9 % 

10.5 % 

20.5 % 

20.5 % 

20.0 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に参画し

ている 
ときどき参画し

ている 

0.6 % 5.8 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

よく参画して

いる 
参画している 

2.3 % 

2.4 % 

2.3 % 

7.8 % 

8.9 % 

9.0 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に参画して

いる 
ときどき参画して

いる 
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［問 28］困ったときに気軽に頼れるご近所さんがいる人の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「たくさんいる」「ある程度いる」「あまりいない」「いない」に

設定】 

 

 

［問 29］地域の祭りや伝統行事などに参画している人の割合 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に参画している」「ときどき参画している」「あまり参画

していない」「参画していない」に設定】 

 

4.1 % 53.6 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

たくさんいる 

いる 

5.2 % 

4.9 % 

5.3 % 

40.5 % 

44.8 % 

43.6 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

たくさんいる 

ある程度いる 

10.7 % 

9.3 % 

10.3 % 

31.5 % 

37.9 % 

33.6 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に参画して

いる 
ときどき参画して

いる 

5.6 % 40.6 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 
よく参画して

いる 

参画している 
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［問 30］住んでいる地域に、にぎわいや活気があると思う人の割合 

 

［問 31］住んでいる地域に、社会生活を送るのに必要な基盤（学校、病院、買い物の場、就

業の場などや公共交通機関）が十分に整っていると思う人の割合 

 

［問 32］住んでいる地域（市町村）について、個性や魅力を感じている人の割合 

 

［問 33］外国人の友人や留学生との交流がある人の割合（2019 年度から設問を変更） 

 

 

9.3 % 

8.8 % 

9.5 % 

9.1 % 

33.6 % 

33.4 % 

32.6 % 

37.2 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

32.2 % 

28.2 % 

27.4 % 

35.8 % 

41.5 % 

43.5 % 

41.9 % 

42.8 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

16.4 % 

14.3 % 

15.3 % 

19.9 % 

37.6 % 

39.5 % 

38.7 % 

43.8 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

感じている 

どちらかというと

感じている 

1.1 % 6.7 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

よく参加している 

参加している 
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【2018 年まで設問を「外国人の友人や留学生との交流がある人の割合」、回答選択肢を「日

常的にある」「ときどきある」「あまりない」「ない」に設定】 

 

 

［問 34］プロスポーツをテレビやネットではなく、会場で観戦したいと思う人の割合（2019

年度新規項目） 

 

［問 35］地域のスポーツイベントや、スポーツ振興につながる取組に参加している人の割合

（2019 年度新規項目） 

 

［問 36］住んでいる地域で、地域の文化・芸術活動が活発に行われていると思う人の割合 

 

4.1 % 

4.0 % 

4.3 % 

12.3 % 

12.9 % 

12.4 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的にある 

ときどきある 

25.8 % 32.2 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

3.0 % 15.1 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

よく参加している 

参加している 

10.5 % 

9.9 % 

9.9 % 

10.1 % 

38.8 % 

35.4 % 

35.3 % 

42.7 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 
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［問 37］京都府では歴史的な文化遺産や文化財などが社会全体で守られ、活用されていると

思う人の割合 

 

［問 38］明治以来初めての省庁移転として、文化庁の全面的な京都移転が決定したことが、

東京一極集中の是正や日本の文化振興の一助になると思う人の割合 

 

［問 39］西陣織や丹後ちりめん、京焼・清水焼などの伝統工芸品を日常生活で使っている人

の割合 

 

【2018 年まで回答選択肢を「日常的に使っている」「ときどき使っている」「あまり使ってい

ない」「使っていない」に設定】 

 

25.2 % 

23.7 % 

23.5 % 

28.5 % 

57.1 % 

57.4 % 

57.4 % 

56.4 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

24.3 % 

29.0 % 

27.3 % 

26.4 % 

42.4 % 

39.9 % 

37.2 % 

43.6 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

3.0 % 24.3 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

よく使っている 

使っている 

7.3 % 

7.3 % 

6.9 % 

20.6 % 

22.9 % 

20.6 % 

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に使って

いる 
ときどき使って

いる 
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［問 40］住んでいる地域（市町村）で、観光資源が活用されていると思う人の割合（2019 年

度新規項目） 

 

［問 41］生鮮食品を購入する際、府内産農林水産物であることを重視して選択する人の割合

（2019 年度新規項目） 

 

［問 42］住んでいる地域（市町村）が優れたまちなみや景観、自然環境に恵まれていると思

う人の割合 

 

［問 43］節電や公共交通機関の優先利用、環境負荷の少ない商品の優先購入といったエコな

暮らし方を実践している人の割合 

 

15.3 % 37.6 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

7.9 % 25.5 % 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2019年度 

重視している 

どちらかというと

重視している 

27.0 % 

24.4 % 

25.6 % 

19.0 % 

47.8 % 

44.6 % 

47.3 % 

49.2 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

5.8 % 54.5 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

よく実践している 

実践している 

-220-



【2018 年まで「日常的に実践している」「ときどき実践している」「あまり実践していない」

「実践していない」】 

 

［問 44］省エネの取組や太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入が暮らしやすさに繋が

ると思う人の割合（2019 年度新規項目） 

 

［問 45］仕事をはじめ社会的な生活を営む上で、自分の持っている才能や知識、技量などが

十分に発揮できていると思う人の割合 

 

［問 46］ 将来かなえたい夢や実現したい目標がある人の割合 

 

 

17.6 % 

19.1 % 

20.3 % 

47.8 % 

47.2 % 

44.5 % 

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

2018年度 

2017年度 

2016年度 

日常的に実践し

ている 
ときどき実践し

ている 

17.5 % 53.3 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

12.0 % 

11.7 % 

10.8 % 

11.8 % 

40.5 % 

38.8 % 

42.0 % 

40.4 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

14.8 % 

14.0 % 

13.5 % 

8.7 % 

45.6 % 

45.2 % 

44.2 % 

55.2 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

たくさんある 

ある 
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［問 47］ これからも京都府に住み続けたいと思う人の割合 

 

［問 48］ 住んでいる地域の環境が、以前に比べてよくなってきていると思う人の割合 
（質問は「以前に比べてどうなってきているか」） 

 

［参考］住んでいる地域の人口は、今と比べて増えた方がよいと思う人の割合 

 

64.3 % 

64.8 % 

61.4 % 

56.3 % 

28.2 % 

25.8 % 

29.7 % 

35.3 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

そう思う 

どちらかというと

そう思う 

9.7 % 

10.9 % 

8.5 % 

8.5 % 

27.7 % 

27.5 % 

31.9 % 

29.3 % 

41.5 % 

37.0 % 

36.9 % 

37.5 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

よくなってきている 

どちらかというとよ

くなってきている 

変わっていない 

37.7 % 

40.3 % 

39.1 % 

38.0 % 

59.4 % 

55.9 % 

56.4 % 

57.4 % 

2.9 % 

3.8 % 

4.5 % 

4.6 % 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2016年度 

2017年度 

2018年度 

2019年度 

増えたほうがよい 

今のままでよい 

減ったほうがよい 
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年齢層により集計値に大きな差が認められたもの 
年齢層別の集計値のうち、全体集計値と比べて 15 ポイント以上の差があるものを掲載 

［問２］ マタニティマークの認知度 

 

 

［問４］子育てに喜びや楽しみを感じている親の割合 

 

 

［問６］子どもが、将来に夢を持っていると思う親の割合 

 

 

［問７］子どもの有無にかかわらず、子どもの社会体験活動への協力など、何らかの形で子

どもに関する活動に参画している人の割合 

 

74.0% 

87.3% 

88.9% 

88.1% 

76.4% 

66.9% 

50.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

40.2% 

7.8% 

62.2% 

73.0% 

46.1% 

27.2% 

26.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

72.4% 

37.1% 

58.8% 

78.5% 

74.5% 

75.2% 

81.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

31.7% 

22.9% 
34.5% 

47.6% 

27.4% 

27.0% 

29.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 
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［問８］規則正しい食事や運動など、健康づくりに取り組んでいる人の割合 

 

 

［問 14］ユニバーサルデザインの認知度 

 

 

［問 17］仕事にやりがいや生きがいを感じている人の割合 

 

 

［問 18］希望する「働き方」（正社員、派遣社員、パート、アルバイト、自営など）で働く

ことができている人の割合 

 

 

74.0% 

58.4% 

69.7% 

71.3% 

68.7% 

78.6% 

87.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

59.1% 

86.3% 

67.8% 

68.8% 

63.8% 

51.2% 

34.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

54.2% 

49.3% 
64.7% 

67.8% 

66.6% 

47.4% 

38.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

78.4% 

78.3% 

79.7% 

87.0% 
83.5% 

75.8% 
61.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 
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［問 23］この１年の間にインターネット（フェイスブックやインターネットなど）によって、

いじめ、誹謗中傷をされたことのない人の割合 

 

 

［問 26］地域のさまざまな課題に対応する団体（自治会、NPO など）の活動に参画している

人の割合 

 

 

［問 28］困ったときに気軽に頼れるご近所さんがいる人の割合 

 

 

［問 39］西陣織や丹後ちりめん、京焼・清水焼などの伝統工芸品を日常生活で使っている人

の割合 

 

77.1% 

96.0% 

90.7% 

89.7% 
85.0% 

68.4% 
50.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

28.3% 

5.3% 

15.2% 

25.8% 
30.3% 

36.2% 

44.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

57.4% 
37.9% 

48.3% 

57.5% 

51.4% 
61.6% 

74.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

27.3% 

16.4% 
12.9% 

18.1% 
29.1% 

33.6% 

43.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 
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［問 41］生鮮食品を購入する際、府内産農林水産物であることを重視して選択する人の割合 

 
 

［問 46］ 将来かなえたい夢や実現したい目標がある人の割合 

 

 

  

33.2% 

14.9% 

19.4% 

27.3% 

31.1% 

42.4% 

51.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 

63.4% 

79.8% 

70.7% 

68.5% 

64.8% 

57.4% 

49.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

20-29歳 

30-39歳 

40-49歳 

50-59歳 

60-69歳 

70歳以上 
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居住する地域により集計値に大きな差が認められたもの 
居住する地域別の集計値のうち、全体集計値と比べて 15 ポイント以上の差があるものを掲載 

［問２］ マタニティマークの認知度 

 
 

［問 14］ユニバーサルデザインの認知度 

 

 

［問 21］住んでいる地域に、最寄りの診療機関またはかかりつけ医へ行くための交通手段（電

車、バス等）が十分に整っていると思う人の割合 

 

 

［問 29］地域の祭りや伝統行事などに参画している人の割合 

 

74.0% 

74.7% 

77.3% 

72.2% 

61.2% 

48.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 

59.1% 

59.0% 

62.7% 

57.2% 

43.1% 

40.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 

68.5% 

58.1% 

82.4% 

38.9% 

41.9% 

28.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 

45.9% 

41.7% 

44.3% 

59.5% 

53.8% 

65.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 
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［問 30］住んでいる地域に、にぎわいや活気があると思う人の割合 

 

 

［問 41］生鮮食品を購入する際、府内産農林水産物であることを重視して選択する人の割合 

 
 

［問 43］節電や公共交通機関の優先利用、環境負荷の少ない商品の優先購入といったエコな

暮らし方を実践している人の割合 

 

 

［問 31］住んでいる地域に、社会生活を送るのに必要な基盤（学校、病院、買い物の場、就

業の場などや公共交通機関）が十分に整っていると思う人の割合 

 

45.9% 

43.6% 

53.1% 

32.9% 

26.6% 

13.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 

33.2% 

31.4% 

31.1% 

36.3% 

44.6% 

51.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 

60.0% 

60.4% 

63.0% 

55.3% 

47.2% 

44.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 

78.5% 

74.9% 

89.3% 

54.6% 

49.7% 

34.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 

-229-



 

［問 32］住んでいる地域（市町村）について、個性や魅力を感じている人の割合 

 

 

 

 

 

63.6% 

62.2% 

70.3% 

47.3% 

42.0% 

39.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 

山城地域 

京都市域 

南丹地域 

中丹地域 

丹後地域 
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1 0.018 0.360 ○4 0.285

2 0.222 -0.056 0.040

3 0.118 0.103 0.094

4 0.371 ○6 0.155 0.182

5 0.277 0.241 0.113

6 0.308 ○9 0.179 0.167

7 0.275 0.147 0.147

8 0.159 0.257 0.170

9 0.058 0.275 0.116

10 0.629 ○1 0.211 0.120

11 0.015 0.084 0.143

12 0.201 0.358 ○5 0.360 ○3

13 0.178 0.117 0.037

14 0.357 ○7 -0.115 -0.059

15 0.569 ○2 0.173 0.051

16 0.304 ○10 -0.009 0.017

17 0.436 ○4 0.344 ○8 0.191

規則正しい食事や運動など、健康づくりに取り組ん
でいる人の割合

病気やけがで困ったときに気軽に相談できるかかり
つけ医がいる人の割合

障害のある人とない人がともに交流したり、活動す
る場に参加している人の割合

家族の介護に負担や苦痛を感じていない家族介護者
の割合

住んでいる地域は、高齢（者）になっても暮らしや
すい体制（医療、福祉のほか社会生活全般）が十分
に整っていると思う人の割合

ユニバーサルデザインの認知度

定住意向等と各質問項目との相関分析

○相関係数は、「なんらかの関係の有無と強弱」を示すものであり、－１から＋１までの値をとる。
　本調査では、次の基準で相関の有無を示す。
　　　－1.0 < γ < －0.3 ： （負の相関が）ある
　　　－0.3 < γ < ＋0.3 ：  相関はほとんどない
　　　＋0.3 < γ < ＋1.0 ： （正の相関が）ある

○次の３つの質問項目における肯定的な回答と表中の36の質問項目における肯定的な回答の相関度により、
　相関性のあるものに○印を付し、相関が強い項目を上位として数字を付した。
　　　問46　将来かなえたい夢や実現したい目標があるか
　　　問47　これからも京都府に住み続けたいと思うか
　　　問48　住んでいる地域の環境は、以前に比べてよくなってきていると思うか

質　　問　　項　　目
問 46 問 47 問 48

γ値 相関性 γ値 相関性 γ値 相関性

 
府
民
安
心
の
再
構
築

マタニティマークの認知度

「きょうと育児の日」の認知度

人権侵害を受けた際に相談できる窓口を知っている
人の割合

趣味や地域貢献活動など、やりがいや生きがいを感
じるものがある高齢者の割合

子育てに喜びや楽しみを感じている親の割合

子育ての悩みを気軽に相談できる人がいる親の割合

住んでいる地域が、子どもが育つのに良い環境だと
思う人の割合

子どもが、将来に夢を持っていると思う親の割合

子どもの有無にかかわらず、子どもの社会体験活動
への協力など、何らかの形で子どもに関する活動に
参画している人の割合

キャリアアップや趣味に関する生涯学習等に取り組
んでいる人の割合

仕事にやりがいや生きがいを感じている人の割合
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質　　問　　項　　目
問 46 問 47 問 48

γ値 相関性 γ値 相関性 γ値 相関性

18 0.323 ○8 0.241 0.163

19 0.245 0.206 0.093

20 0.155 0.256 0.067

21 0.142 0.253 0.204

22 -0.177 0.291 0.248

23 -0.081 0.575 ○1 0.121

24 -0.135 0.106 0.093

25 0.014 0.175 0.166

26 0.055 0.238 0.029

27 0.229 0.179 0.184

28 0.149 0.351 ○6 0.155

29 0.175 0.239 0.093

30 0.283 0.213 0.386 ○1

31 0.178 0.350 ○7 0.298

32 0.290 0.405 ○2 0.369 ○2

33 0.520 ○3 -0.055 0.033

34 0.261 0.092 0.070

35 0.109 0.195 0.160

36 0.190 0.188 0.236

37 0.168 0.270 0.245

外国人の友人や留学生との交流がある人の割合

地域のスポーツイベントや、スポーツ振興につなが
る取組に参加している人の割合

住んでいる地域で、地域の文化・芸術活動が活発に
行われていると思う人の割合

京都府では歴史的な文化遺産や文化財などが社会全
体で守られ、活用されていると思う人の割合

住んでいる地域に、にぎわいや活気があると思う人
の割合

地域の祭りや伝統行事などに参画している人の割合

今の社会（家庭・職場・地域社会などのさまざまな
場）は、性別によってやりたいことが制限されてい
ると思わない人の割合

住んでいる地域（市町村）について、個性や魅力を
感じている人の割合

住んでいる地域に、社会生活を送るのに必要な基盤
（学校、病院、買い物の場、就業の場などや公共交
通機関）が十分に整っていると思う人の割合

日々の生活の中で、身体の状況、性別、その他につ
いて、差別、虐待、誹謗中傷などにより不快な思い
をしたことのない人の割合

この１年の間にインターネット（フェイスブックや
ツイッターなど）によって、いじめ、誹謗中傷をさ
れたことのない人の割合

地域のさまざまな課題に対応する団体（自治会、NPO
など）の活動に参画している人の割合

府や市町村の実施する府民協働の取組や、事業提
案・パブリックコメントに対する意見提出など、行
政のさまざまな取組に何らかの形で参画している人
の割合

困ったときに気軽に頼れるご近所さんがいる人の割
合

希望する「働き方」（正社員、派遣社員、パート、
アルバイト、自営など）で働くことができている人
の割合

住んでいる地域に、最寄りの診療機関またはかかり
つけ医へ行くための交通手段（電車、バス等）が十
分に整っていると思う人の割合

地域の防犯、防災、交通安全活動などに取り組んで
いる人の割合

地震や大雨などによる災害に備えて、避難場所の確
認や非常持ち出し品の備蓄などを行っている人の割
合

 
府
民
安
心
の
再
構
築

 
地
域
共
生
の
実
現

 
京
都
力
の
発
揮

性別にかかわらず誰もが対等に社会参画できる社会
であると感じる人の割合

プロスポーツをテレビやネットではなく、会場で観
戦したいと思う人の割合

-232-



質　　問　　項　　目
問 46 問 47 問 48

γ値 相関性 γ値 相関性 γ値 相関性

38 0.182 0.270 0.170

39 0.163 0.262 0.006

40 0.212 0.195 0.174

41 0.063 0.211 0.148

42 0.176 0.369 ○3 0.315 ○4

43 0.164 0.127 0.096

44 0.176 0.109 0.185

45 0.398 ○5 0.211 0.223

参
考

0.018 0.153 -0.085

住んでいる地域（市町村）で、観光資源が活用され
ていると思う人の割合

生鮮食品を購入する際、府内産農林水産物であるこ
とを重視して選択する人の割合

省エネの取組や太陽光発電などの再生可能エネル
ギーの導入が暮らしやすさに繋がると思う人の割合

住んでいる地域の人口は、今と比べて増えたほうがよい
と思う人の割合

仕事をはじめ社会的な生活を営む上で、自分の持っ
ている才能や知識、技量などが十分に発揮できてい
ると思う人の割合

住んでいる地域（市町村）が優れたまちなみや景
観、自然環境に恵まれていると思う人の割合

節電や公共交通機関の優先利用、環境負荷の少ない
商品の優先購入といったエコな暮らし方を実践して
いる人の割合

明治以来初めての省庁移転として、文化庁の全面的
な京都移転が決定したことが、東京一極集中の是正
や日本の文化振興の一助になると思う人の割合

西陣織や丹後ちりめん、京焼・清水焼などの伝統工
芸品を日常生活で使っている人の割合

 
京
都
力
の
発
揮
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「京都府民の意識調査」の概要 

 

１ 調査対象及びその抽出の考え方 

（１）調査対象 

京都府内在住の満 20 歳以上の府民 4,900 人（無作為抽出による） 

（２）抽出に当たっての考え方 

京都府の人口構成（平成 27 年実施の国勢調査による）に比例するように 3,000 人を市町

村別、性別、年齢層別に配分。更に、抽出数が少ないことによって調査精度が低下すること

を防ぐため、亀岡市以北の市町に 1,100 人、向日市、長岡京市、京田辺市、木津川市並びに

乙訓郡及び相楽郡の町村に 800 人を人口構成に比例させて追加配分。 

 

２ 調査方法 

郵送による無記名アンケート形式（謝礼、督促等なし） 

 

３ 調査時期 

６月（ただし、2012 年度調査は、2013 年１月に実施） 

 

４ 回収状況 

調査年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

発送数 4,100 通 4,100 通 4,100 通 4,900 通 4,900 通 4,900 通 4,900 通 

回収数 1,636 通 1,619 通 1,639 通 2,061 通 2,090 通 2,018 通 2,128 通 

回収率※ 40.3％ 40.0％ 40.6％ 42.4% 43.1% 41.7% 43.4% 

宛先不明によ

る送達不能 
43 通 56 通 62 通 43 通 56 通 58 通 38 通 

※ 回収率は、宛先不明による送達不能数を除いて算出  

 

５ その他 

回答の集計に当たっては、国勢調査の人口構成（市町村別、性別、年齢階層別）と比例する

ように、補正を行っている。 
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